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自己紹介 



Surface&Architecture 

主要事業内容　 サービスデザイン 
  　 　         利用者視点でのサービス企画/設計/改善 
　　　　　　　 サービスプロトタイプ開発 
 
  　　          インタラクションデザイン 

 　　          UIコンセプト開発 
　　　　　　　 プロトタイプ作成 

 　　          仕様・ガイドライン策定 
     

    　           ビジュアルデザイン 
 　　          VIコンセプト開発 

　　　　　　　 ビジュアルデザイン 
 　         　 仕様・ガイドライン策定 



UXデザインとは？ 



UXデザインとは… 

リアルな世界に住む人々の 
行動、思考、気持ちを理解して、 

サービスやプロダクトをデザインする 

UXデザインアプローチの手法はいろいろありますが、今日は 
チームでデザイン検討する際に意識するとよいことをお話しします。 

・エスノグラフィー / 行動観察 
・ペルソナ / シナリオ法 
・ペーパープロトタイピング 
・ユーザテスティング 
… など 



UXデザインのフレームワーク 

要件定義	

プロト	  
タイピング	

評価/検証	  

学びと	  
改善	  



UXデザインのフレームワーク 

要件定義	

プロト	  
タイピング	

評価/検証	  

学びと	  
改善	  

要件からカタチにするところ 
が難しい！ 



UXデザインアプローチ 
3つの柱 



1. デザインプロセス 

UXデザインアプローチ　3つの柱 

2. チームビルディング 

3. ファシリテーション 



1. デザインプロセス 

UXデザインアプローチ　3つの柱 

2. チームビルディング 

3. ファシリテーション 



ゴール 

要件 

表層 

・ターゲットユーザは誰？ 
　(ペルソナ) 

・どんな経験をしたいの？ 
　(エクスペリエンスゴール) 

・どんなストーリーで 
　ユーザ利用するの？ ユーザ 

要件 

EX 
ゴール 

・ユーザが求めている 
　モノ・コトは？ 

・ストーリーに適した 
　ユーザが使いやすい 
　画面遷移は？ 

・ストーリーに適した 
　ユーザが使いやすい 
　画面構成は？ 

・ストーリーに適した 
　ユーザが使いやすい 
　画面の質感や色は？ 

いま我々はどの段階にいるか意識する 

要件 

構造 

骨格 

表層 

シナリオ 

ペルソナ 



ゴール 

要件 

表層 

どの段階で何を検証するのか計画を立てる 

要件 

構造 

骨格 

表層 

ユーザが 
本当にいるのか 

検証 

ユーザの 
課題を解決 
できているか 
検証 

製品として 
の品質が充分か 

検証 

インタビュー 
による検証 

ワイヤーフレーム 
による検証 

モックアップ 
による検証 



ターゲットとなるユーザーを共有する 



ターゲットとなるユーザーを共有する 

簡易ペルソナを定義する 

・メンバー間のコミュニケーションを円滑にする。 

・アイデアの発想を活発にする。 

・アイデアの検証の妥当性を高める。 

ペルソナの目的 

1.  名前 
2.  価値観/プロフィール 
3.  ニーズ/困っていること 
4. ユーザーゴール 

簡易ペルソナの要素 

 佐々木美希 
 27才 

・地銀の事務職 
・都内の私立大学卒 
・年収400万円 
・親を大事にしている。 

・友達から結婚式を 
　ほめられたい。 
・手作りでユニーク 
　なものにしたい。 

 価値観/ 
プロフィール 

 ニーズ 
・結婚式アイテムを 
　自分で簡単に作れる。 
・自分だけのオリジナ 
　リティを出せる。 

 ゴール 



サービス全体の流れ俯瞰して、ユーザの期待(要件)を明確化する。 



行為のモデル化：ユーザの行為の流れを整理する。 

操作の行為だけでなく、ユーザの気持ちや思考も行為ととらえて、流れを明確にする。 



1. デザインプロセス 

UXデザインアプローチ　3つの柱 

2. チームビルディング 

3. ファシリテーション 



UXデザインアプローチに必要な5つのロール 

設計 UXデザイン UI/ビジュアル 
デザイン 

モックアップ 開発 

ワイヤー 
フレーム 

ビジュアル 
デザイン 

フロント 
エンド 

モックアップ 
製品 

機能 
コンテンツ 
要件 

検証 検証 検証 



1. デザインプロセス 

UXデザインアプローチ　3つの柱 

2. チームビルディング 

3. ファシリテーション 



　　彼は…	

なぜデザイン議論がむずかしいのか？ 

メンバーから様々な観点から意見がでるが、 
戦略的に最適なデザインを決定するのが難しい。 

アップルは…	  
グーグルは…	

私は…	



議論を見える化しよう。 

メンバーの発言や考えを書きとめ、議論の全体像を把握し、 
グルーピングすることで、重要なポイントを決める。 



デザインの比較分析を行い、狙うべきゾーンを明確化する。 



UXデザインアプローチに 
必要なスキルセット 



サービスの 
ストーリー描く 

検証のための 
画面を設計する 

検証から学び 
改善を行う 

UXデザイナーのスキルセット 



UXデザイナーのスキルセット 

ご清聴ありがとうございました。 

今村  健　UI/UXデザイナー 


